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令和７年度
入学者選抜
（予定）

新潟県立阿賀黎明高等学校
〒９５９-４４０２　新潟県東蒲原郡阿賀町津川361番地1

面接・調査書で総合的に選抜

特 色 化 選 抜 一 般 選 抜

期　　日

●スポーツ（ボート男女）４人

●文化（地域探究）８人

40名から特色化選抜内定者を

除いた人数

令和７年３月５日（水）令和７年２月10日(月)

調査書と学力検査の成績（比率4：6）で

総合的に選抜

内　　訳

（昨年度例）

選抜方法

（昨年度例）

大正大学(1)、大東文化大学(1)、東京工科大学(1)、富山国際大学(1)、金沢工業大学(1)、

新潟国際情報大学(1)、新潟医療福祉大学(1)、新潟青陵大学(3)、新潟経営大学(1)、

聖徳大学短期大学部(1)、新潟工業短期大学(1)、新潟青陵大学短期大学部(2)、明倫短期大学(1)

大原簿記公務員専門学校(6)、新潟コンピュータ専門学校(3)、看護リハビリ新潟保健医療専門学校(2)、

新潟医療福祉カレッジ(2)、新潟医療技術専門学校(1)、国際メディカル専門学校(1)、新潟こども保育カレッジ(1)、

新潟高度情報専門学校(1)、新潟日建工科専門学校(1)、国際外語・観光・エアライン専門学校(2)、

新潟理容美容専門学校(1)、国際ペットワールド専門学校(2)ほか

日本郵政㈱(5)、㈱ブルボン(3)、㈲みやけ食品(2)、㈱ウオロク(1)、イオンリテール㈱(1)、

立川ブラインド工業㈱(1)、東洋シャフト㈱(1)、㈲竹村電工(1)、㈱帆苅組(1)、㈱阿賀野市民ホール(1)、

㈲宮工務所(1)、自衛隊(1)ほか
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教育課程（普通科　地域探究コース）

教養学類 主に専門学校（医療・看護系を除く）への進学、就職を希望する生徒のための学類

●学校設定教科「地域学」で、阿賀町の特徴や魅力を題材にした探究活動を通して、自分と社会の関係性や地域の活性化等につい

て学びます。

●商業科目を多く履修し、各種検定試験を受け、資格を取得することができます。

総合学類 主に文系の私立大学や短期大学への進学を希望する生徒のための学類

●学校設定教科「地域学」で、阿賀町の特徴や魅力を題材にした探究活動を通して、自分と社会の関係性や地域の活性化等につい

て学びます。

●国語や地歴公民の、英語の科目を多く履修し、進学のための基礎学力を身につけます。

文理学類 主に国立大学（文系・理系）、私立理系大学へ進学する生徒のための学類

●普通教科を多く学び、大学進学のための基礎学力を身につけます。

●個々の進路希望に応じて、科目を選択できるよう３学年では、選択履修して学ぶ科目が多く設置されています。

●２学年から進路に応じて

　のいずれかを選択

●国公立大学から就職まで、幅

広い進路に対応するカリキュ

ラム

●大学進学を目指す生徒のため

に進学講習を実施

運動部

文化部

陸上競技、バスケットボール、ボート、バドミントン

美術、華道、英語

・地域活性化プロジェクトの企画

・阿賀町の地形に基づく防災教育

・阿賀町の魅力を発信するためのＣＭ作成

　（「新潟ふるさとＣＭ大賞」へ出品）

地元地域に関する課題を

知り、その課題の解決に

向けた探究の手法を身に

付け、自らの進路実現等につな

げることを目標とする。

阿賀町の歴史と文化を

学び、その特長や魅力

を発信するとともに、

地域の方々と連携し、地域活性

化のための企画・立案や実践を

とおして地域発展に貢献する。

１年：「課題設定」：阿賀町の理解を深め、課題を知る

２年：「課題研究」：地域と共に課題解決法を探る

　　　「研究発表」：発表準備を通してプレゼン力を養う

　ボート部はこれまで何度も全国入賞している歴史と実績のある部活動です。現在

は12名が所属し、先輩方に追いつけるよう日々の練習に取り組んでいます。

　私たちマネージャーも選手が安心して活動できるよう、一緒に切磋琢磨しながら

大会に向けて頑張っています。きついトレーニングもありますが、それを乗り越え

て臨んだ大会で勝利した時には大きな達成感を得られます。

　皆さんも、部活動をとおして出会う最高の仲間と最高の青春を過ごしませんか。

活動活動

目標

目標

　利用時間は放課後から８時半までです。週

末は休館ですが、テスト前は希望すると利用

できます。１階にはみんなが集まれる広い部屋があ

り、２階は個別に利用できる小部屋に分かれていま

す。私は主に授業の予習をしたり、テスト勉強をした

りして活用しています。みんなで一緒に勉強ができ、

時にはおしゃべりをして楽しくすごしています。

　県内外から集まった20名の生徒がここで共

同生活を送っています。人数が少ないことか

ら、年の差関係なく和気あいあいと生活しています。

毎日温泉に入れることがこの寮の特徴です。日々の部

活動や勉強などの疲れを取ることができます。

利用者から

ひとこと

利用者から

ひとこと

募集定員40名

地 域 協 働 学 習

教養

学類

総合

学類

文理

学類

部活動学習指導

地域学の実施 阿賀町さいこう
プロジェクト

学校独自の教科に「地域学」を設置
「総合的な探究の時間」で実施

新潟県立
阿賀黎明高等学校

令和７年度 学校案内

普通科・地域探究コース

A G A  R E I M E I  S C H O O L  G U I D E  2 0 2 5

黎明学舎
（公営塾）

緑 泉 寮
（学生寮）

TEL／0254-92-2650（代表）

ホームページ Ｘ note



【コミュニティ・スクールとして地域と協働し、地域を共につくる人材を育成する学校】

・コミュニティ・スクールとして、教育の様々な場面において地域との連携・協働を進め、地域への愛着

を醸成し、将来、地域を共につくる人材を育成する。

・豊かな自然環境と多様な交流のもと、自らの健全な成長と人格の完成を目指し、学校の教育活動を通じ

て、教養を深め、人間性を磨き、社会に貢献しようとする生徒を育成する。

１　グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針）

　①　自分と社会の関係性を見つめ、他と協働しながら取り組む力を育成します。

　②　複雑化する社会や地域に関心を持ち、様々な考えを受け入れる力を育成します。

　③　好奇心をもって自ら学び続け本質を見極めようとする姿勢と力を育成します。

２　カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

　①　あらゆる進路に対応できるよう３つのカリキュラムを設定します。

　②　少人数制により個々にあったきめ細かな指導を行います。

　③　地域と連携し、地域資源を活用した教育活動を行います。

　④　生徒が興味をもった題材を地域の大人が伴走しながら探究するプロジェクト学習に取り組みます。

３　アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）

　①　地域の活性化に興味を持ち、学びを深めたいという意欲をもつ生徒

　②　個性を認め合い、他者と協働して粘り強く努力する生徒

　③　主体的な探究意欲にあふれ、積極的に学習に取り組む生徒

　本校のある新潟県東蒲原郡阿賀町は、新潟県の最東、福島県との県境の山間地に位置しています。校名「阿賀黎

明」には、大河である阿賀野川の傍らに立ち、新潟県の県立学校の中で最も東に位置し、県内で最初に夜が明ける、

つまり黎明を迎える学校という意味が込められています。

　本校の最も大きな特色は地域連携です。令和２年度から実施している「コミュニティ・スクール」の制度により、

地域住民の有志により組織された「阿賀黎明探究パートナーズ」や地域の行政、企業等から多くの支援をいただき、

阿賀の豊かな大自然の中で地域と連携した多様な探究活動や体験活動を実践しています。

　阿賀町からは「阿賀黎明高校魅力化プロジェクト」と称し、県内初の公営塾「黎明学舎」の開設による進学や学

習の支援、教育留学制度による県外への募集活動や寮の整備など様々な支援をしていただいています。現在は県外

からも生徒が入学しています。

　さらに、先進の機器を活用した遠隔授業で大規模校と変わら

ぬ授業の質を確保し、大学進学や就職など生徒一人ひとりの進

路希望に対応できる多彩なカリキュラムが設定されています。

　中山間地域に位置する小規模校ではありますが、地域の多く

の方々が関わり、地域資源を活用した様々な教育活動を展開し、

新学習指導要領に基づく新たな学び、新たな学校づくりをめざ

しています。

スクール・ミッション

スクール・ポリシー

地域の中で学び、地域とともに歩んでいく学校です

新潟県立阿賀黎明高等学校　校長　斎　藤　直　人

新潟県立阿賀黎明高等学校

学校運営協議会

阿賀町教育委員会
（黎明学舎を含む※）

阿賀黎明高校
魅力化プロジェクト

阿賀黎明
探究パートナーズ

有志の方々
（事務局は黎明学舎）

コミュニティ・スクールに関する組織図

※黎明学舎　阿賀町が運営する公営塾
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　高校に入学してから行われる最初

の学校行事であり、この日のハイラ

イトは最後の競技「チーム対抗リレ

ー」です。全校生徒が一斉に大きな

声で応援すると、そこから一体感が

生まれ、とても盛り上がります。

　昨年の修学旅行は関西方面で、広島の厳島神

社や大阪の海遊館など、４日間でさまざまな都

市を訪れました。見慣れない街並みをいつもの

友達と歩く時間がとても新鮮で、途中で食べた

いちご飴がいつも以上においしかったです。

　２学期に行われる大きな行事で

す。地域学や総合的な探究の時間

など、各授業で学んだ成果をここ

で発表します。地域のお店のご協

力を得て、おいしい食べ物を販売

するマルシェも同時に開催しました。

　３年間の思い出が詰ま

ったとても大切な日です。

在校生は、それぞれの進

路でがんばってほしいと

いう思いを込めて、これ

までお世話になった先輩

方を送り出します。

１学期１学期

２学期２学期

３学期３学期

阿賀黎明高校の１年

文化祭（黎明祭）

修学旅行

体育祭 卒業式

入学式

対面式

配信授業（書道）

麒麟山清掃

スキー授業

生徒総会

福祉体験
学びの冒険が待ってる！

阿賀黎明高校で楽しく

未来を探検しよう！
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　①　地域の活性化に興味を持ち、学びを深めたいという意欲をもつ生徒

　②　個性を認め合い、他者と協働して粘り強く努力する生徒

　③　主体的な探究意欲にあふれ、積極的に学習に取り組む生徒

　本校のある新潟県東蒲原郡阿賀町は、新潟県の最東、福島県との県境の山間地に位置しています。校名「阿賀黎

明」には、大河である阿賀野川の傍らに立ち、新潟県の県立学校の中で最も東に位置し、県内で最初に夜が明ける、

つまり黎明を迎える学校という意味が込められています。

　本校の最も大きな特色は地域連携です。令和２年度から実施している「コミュニティ・スクール」の制度により、

地域住民の有志により組織された「阿賀黎明探究パートナーズ」や地域の行政、企業等から多くの支援をいただき、

阿賀の豊かな大自然の中で地域と連携した多様な探究活動や体験活動を実践しています。

　阿賀町からは「阿賀黎明高校魅力化プロジェクト」と称し、県内初の公営塾「黎明学舎」の開設による進学や学

習の支援、教育留学制度による県外への募集活動や寮の整備など様々な支援をしていただいています。現在は県外

からも生徒が入学しています。

　さらに、先進の機器を活用した遠隔授業で大規模校と変わら

ぬ授業の質を確保し、大学進学や就職など生徒一人ひとりの進

路希望に対応できる多彩なカリキュラムが設定されています。

　中山間地域に位置する小規模校ではありますが、地域の多く

の方々が関わり、地域資源を活用した様々な教育活動を展開し、

新学習指導要領に基づく新たな学び、新たな学校づくりをめざ

しています。

スクール・ミッション

スクール・ポリシー

地域の中で学び、地域とともに歩んでいく学校です

新潟県立阿賀黎明高等学校　校長　斎　藤　直　人

新潟県立阿賀黎明高等学校

学校運営協議会

阿賀町教育委員会
（黎明学舎を含む※）

阿賀黎明高校
魅力化プロジェクト

阿賀黎明
探究パートナーズ

有志の方々
（事務局は黎明学舎）

コミュニティ・スクールに関する組織図

※黎明学舎　阿賀町が運営する公営塾
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　高校に入学してから行われる最初

の学校行事であり、この日のハイラ

イトは最後の競技「チーム対抗リレ

ー」です。全校生徒が一斉に大きな

声で応援すると、そこから一体感が

生まれ、とても盛り上がります。

　昨年の修学旅行は関西方面で、広島の厳島神

社や大阪の海遊館など、４日間でさまざまな都

市を訪れました。見慣れない街並みをいつもの

友達と歩く時間がとても新鮮で、途中で食べた

いちご飴がいつも以上においしかったです。

　２学期に行われる大きな行事で

す。地域学や総合的な探究の時間

など、各授業で学んだ成果をここ

で発表します。地域のお店のご協

力を得て、おいしい食べ物を販売

するマルシェも同時に開催しました。

　３年間の思い出が詰ま

ったとても大切な日です。

在校生は、それぞれの進

路でがんばってほしいと

いう思いを込めて、これ

までお世話になった先輩

方を送り出します。

１学期１学期

２学期２学期

３学期３学期

阿賀黎明高校の１年

文化祭（黎明祭）

修学旅行

体育祭 卒業式

入学式

対面式

配信授業（書道）

麒麟山清掃

スキー授業

生徒総会

福祉体験
学びの冒険が待ってる！

阿賀黎明高校で楽しく

未来を探検しよう！



黎明るい未来を切り拓く！黎明るい未来を切り拓く！
あ かあ か

至三川
至鹿瀬

磐越西線磐越西線津川駅

麒
麟
橋

津
川
ト
ン
ネ
ル

阿賀野川

城
山
橋

国道49号線

磐越自動車道

郵便局

津川病院

阿賀津川中

津川小

役　場

警察署合同庁舎消防署

本校

津川Ｉ.Ｃ

令和７年度
入学者選抜
（予定）

新潟県立阿賀黎明高等学校
〒９５９-４４０２　新潟県東蒲原郡阿賀町津川361番地1

面接・調査書で総合的に選抜

特 色 化 選 抜 一 般 選 抜

期　　日

●スポーツ（ボート男女）４人

●文化（地域探究）８人

40名から特色化選抜内定者を

除いた人数

令和７年３月５日（水）令和７年２月10日(月)

調査書と学力検査の成績（比率4：6）で

総合的に選抜

内　　訳

（昨年度例）

選抜方法

（昨年度例）

大正大学(1)、大東文化大学(1)、東京工科大学(1)、富山国際大学(1)、金沢工業大学(1)、

新潟国際情報大学(1)、新潟医療福祉大学(1)、新潟青陵大学(3)、新潟経営大学(1)、

聖徳大学短期大学部(1)、新潟工業短期大学(1)、新潟青陵大学短期大学部(2)、明倫短期大学(1)

大原簿記公務員専門学校(6)、新潟コンピュータ専門学校(3)、看護リハビリ新潟保健医療専門学校(2)、

新潟医療福祉カレッジ(2)、新潟医療技術専門学校(1)、国際メディカル専門学校(1)、新潟こども保育カレッジ(1)、

新潟高度情報専門学校(1)、新潟日建工科専門学校(1)、国際外語・観光・エアライン専門学校(2)、

新潟理容美容専門学校(1)、国際ペットワールド専門学校(2)ほか

日本郵政㈱(5)、㈱ブルボン(3)、㈲みやけ食品(2)、㈱ウオロク(1)、イオンリテール㈱(1)、

立川ブラインド工業㈱(1)、東洋シャフト㈱(1)、㈲竹村電工(1)、㈱帆苅組(1)、㈱阿賀野市民ホール(1)、

㈲宮工務所(1)、自衛隊(1)ほか

阿
賀
町
の
施
設

大学・短大

専 門 学 校

就　　　職

過去３年間の主な進路実績

中庭にやってくるシメ
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教育課程（普通科　地域探究コース）

教養学類 主に専門学校（医療・看護系を除く）への進学、就職を希望する生徒のための学類

●学校設定教科「地域学」で、阿賀町の特徴や魅力を題材にした探究活動を通して、自分と社会の関係性や地域の活性化等につい

て学びます。

●商業科目を多く履修し、各種検定試験を受け、資格を取得することができます。

総合学類 主に文系の私立大学や短期大学への進学を希望する生徒のための学類

●学校設定教科「地域学」で、阿賀町の特徴や魅力を題材にした探究活動を通して、自分と社会の関係性や地域の活性化等につい

て学びます。

●国語や地歴公民の、英語の科目を多く履修し、進学のための基礎学力を身につけます。

文理学類 主に国立大学（文系・理系）、私立理系大学へ進学する生徒のための学類

●普通教科を多く学び、大学進学のための基礎学力を身につけます。

●個々の進路希望に応じて、科目を選択できるよう３学年では、選択履修して学ぶ科目が多く設置されています。

●２学年から進路に応じて

　のいずれかを選択

●国公立大学から就職まで、幅

広い進路に対応するカリキュ

ラム

●大学進学を目指す生徒のため

に進学講習を実施

運動部

文化部

陸上競技、バスケットボール、ボート、バドミントン

美術、華道、英語

・地域活性化プロジェクトの企画

・阿賀町の地形に基づく防災教育

・阿賀町の魅力を発信するためのＣＭ作成

　（「新潟ふるさとＣＭ大賞」へ出品）

地元地域に関する課題を

知り、その課題の解決に

向けた探究の手法を身に

付け、自らの進路実現等につな

げることを目標とする。

阿賀町の歴史と文化を

学び、その特長や魅力

を発信するとともに、

地域の方々と連携し、地域活性

化のための企画・立案や実践を

とおして地域発展に貢献する。

１年：「課題設定」：阿賀町の理解を深め、課題を知る

２年：「課題研究」：地域と共に課題解決法を探る

　　　「研究発表」：発表準備を通してプレゼン力を養う

　ボート部はこれまで何度も全国入賞している歴史と実績のある部活動です。現在

は12名が所属し、先輩方に追いつけるよう日々の練習に取り組んでいます。

　私たちマネージャーも選手が安心して活動できるよう、一緒に切磋琢磨しながら

大会に向けて頑張っています。きついトレーニングもありますが、それを乗り越え

て臨んだ大会で勝利した時には大きな達成感を得られます。

　皆さんも、部活動をとおして出会う最高の仲間と最高の青春を過ごしませんか。

活動活動

目標

目標

　利用時間は放課後から８時半までです。週

末は休館ですが、テスト前は希望すると利用

できます。１階にはみんなが集まれる広い部屋があ

り、２階は個別に利用できる小部屋に分かれていま

す。私は主に授業の予習をしたり、テスト勉強をした

りして活用しています。みんなで一緒に勉強ができ、

時にはおしゃべりをして楽しくすごしています。

　県内外から集まった20名の生徒がここで共

同生活を送っています。人数が少ないことか

ら、年の差関係なく和気あいあいと生活しています。

毎日温泉に入れることがこの寮の特徴です。日々の部

活動や勉強などの疲れを取ることができます。

利用者から

ひとこと

利用者から

ひとこと

募集定員40名

地 域 協 働 学 習

教養

学類

総合

学類

文理

学類

部活動学習指導

地域学の実施 阿賀町さいこう
プロジェクト

学校独自の教科に「地域学」を設置
「総合的な探究の時間」で実施

新潟県立
阿賀黎明高等学校

令和７年度 学校案内

普通科・地域探究コース

A G A  R E I M E I  S C H O O L  G U I D E  2 0 2 5

黎明学舎
（公営塾）

緑 泉 寮
（学生寮）

TEL／0254-92-2650（代表）

ホームページ Ｘ note
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令和７年度
入学者選抜
（予定）

新潟県立阿賀黎明高等学校
〒９５９-４４０２　新潟県東蒲原郡阿賀町津川361番地1

面接・調査書で総合的に選抜

特 色 化 選 抜 一 般 選 抜

期　　日

●スポーツ（ボート男女）４人

●文化（地域探究）８人

40名から特色化選抜内定者を

除いた人数

令和７年３月５日（水）令和７年２月10日(月)

調査書と学力検査の成績（比率4：6）で

総合的に選抜

内　　訳

（昨年度例）

選抜方法

（昨年度例）

大正大学(1)、大東文化大学(1)、東京工科大学(1)、富山国際大学(1)、金沢工業大学(1)、

新潟国際情報大学(1)、新潟医療福祉大学(1)、新潟青陵大学(3)、新潟経営大学(1)、

聖徳大学短期大学部(1)、新潟工業短期大学(1)、新潟青陵大学短期大学部(2)、明倫短期大学(1)

大原簿記公務員専門学校(6)、新潟コンピュータ専門学校(3)、看護リハビリ新潟保健医療専門学校(2)、

新潟医療福祉カレッジ(2)、新潟医療技術専門学校(1)、国際メディカル専門学校(1)、新潟こども保育カレッジ(1)、

新潟高度情報専門学校(1)、新潟日建工科専門学校(1)、国際外語・観光・エアライン専門学校(2)、

新潟理容美容専門学校(1)、国際ペットワールド専門学校(2)ほか

日本郵政㈱(5)、㈱ブルボン(3)、㈲みやけ食品(2)、㈱ウオロク(1)、イオンリテール㈱(1)、

立川ブラインド工業㈱(1)、東洋シャフト㈱(1)、㈲竹村電工(1)、㈱帆苅組(1)、㈱阿賀野市民ホール(1)、

㈲宮工務所(1)、自衛隊(1)ほか
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過去３年間の主な進路実績
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教育課程（普通科　地域探究コース）

教養学類 主に専門学校（医療・看護系を除く）への進学、就職を希望する生徒のための学類

●学校設定教科「地域学」で、阿賀町の特徴や魅力を題材にした探究活動を通して、自分と社会の関係性や地域の活性化等につい

て学びます。

●商業科目を多く履修し、各種検定試験を受け、資格を取得することができます。

総合学類 主に文系の私立大学や短期大学への進学を希望する生徒のための学類

●学校設定教科「地域学」で、阿賀町の特徴や魅力を題材にした探究活動を通して、自分と社会の関係性や地域の活性化等につい

て学びます。

●国語や地歴公民の、英語の科目を多く履修し、進学のための基礎学力を身につけます。

文理学類 主に国立大学（文系・理系）、私立理系大学へ進学する生徒のための学類

●普通教科を多く学び、大学進学のための基礎学力を身につけます。

●個々の進路希望に応じて、科目を選択できるよう３学年では、選択履修して学ぶ科目が多く設置されています。

●２学年から進路に応じて

　のいずれかを選択

●国公立大学から就職まで、幅

広い進路に対応するカリキュ

ラム

●大学進学を目指す生徒のため

に進学講習を実施

運動部

文化部

陸上競技、バスケットボール、ボート、バドミントン

美術、華道、英語

・地域活性化プロジェクトの企画

・阿賀町の地形に基づく防災教育

・阿賀町の魅力を発信するためのＣＭ作成

　（「新潟ふるさとＣＭ大賞」へ出品）

地元地域に関する課題を

知り、その課題の解決に

向けた探究の手法を身に

付け、自らの進路実現等につな

げることを目標とする。

阿賀町の歴史と文化を

学び、その特長や魅力

を発信するとともに、

地域の方々と連携し、地域活性

化のための企画・立案や実践を

とおして地域発展に貢献する。

１年：「課題設定」：阿賀町の理解を深め、課題を知る

２年：「課題研究」：地域と共に課題解決法を探る

　　　「研究発表」：発表準備を通してプレゼン力を養う

　ボート部はこれまで何度も全国入賞している歴史と実績のある部活動です。現在

は12名が所属し、先輩方に追いつけるよう日々の練習に取り組んでいます。

　私たちマネージャーも選手が安心して活動できるよう、一緒に切磋琢磨しながら

大会に向けて頑張っています。きついトレーニングもありますが、それを乗り越え

て臨んだ大会で勝利した時には大きな達成感を得られます。

　皆さんも、部活動をとおして出会う最高の仲間と最高の青春を過ごしませんか。

活動活動

目標

目標

　利用時間は放課後から８時半までです。週

末は休館ですが、テスト前は希望すると利用

できます。１階にはみんなが集まれる広い部屋があ

り、２階は個別に利用できる小部屋に分かれていま

す。私は主に授業の予習をしたり、テスト勉強をした

りして活用しています。みんなで一緒に勉強ができ、

時にはおしゃべりをして楽しくすごしています。

　県内外から集まった20名の生徒がここで共

同生活を送っています。人数が少ないことか

ら、年の差関係なく和気あいあいと生活しています。

毎日温泉に入れることがこの寮の特徴です。日々の部

活動や勉強などの疲れを取ることができます。

利用者から

ひとこと

利用者から

ひとこと

募集定員40名

地 域 協 働 学 習

教養

学類

総合

学類

文理

学類

部活動学習指導

地域学の実施 阿賀町さいこう
プロジェクト

学校独自の教科に「地域学」を設置
「総合的な探究の時間」で実施

新潟県立
阿賀黎明高等学校

令和７年度 学校案内

普通科・地域探究コース

A G A  R E I M E I  S C H O O L  G U I D E  2 0 2 5

黎明学舎
（公営塾）

緑 泉 寮
（学生寮）

TEL／0254-92-2650（代表）

ホームページ Ｘ note


